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『星の王子さま』にみる 
フランス語と日本語の表現特性
久　野　　　誠
　表現の対照分析は意味の等しい文を対比させる1）。意味が同一で表現法
の異なる原文と訳文を突き合わせ、異同を探る。直訳は原文の特徴を帯
びるので、訳文には意訳を選ぶ。日英語の対照分析では多様な表現類型
が提唱されてきた2）。同じ印欧語族として英語とフランス語の表現法は似
てくるが、違いもある。英語で支配的な表現特性である人間中心の指標
もフランス語では絶対的なものでない3）。
　『星の王子さま』は大人の童話といわれる。原文は哲学的で寓意に富
む4）。童話は平たく訳すため、原文と和訳の懸隔は対照分析に好都合なも
のとなる。原文と和訳の比較から両言語の表現特性を例証したいと考え
た。ガリマール社は1999年に Le Petit Prince の新版を出した5）。岩波書店
も2000年に『星の王子さま』の新版を出した6）。出典は新版に拠る。引用
は章と頁で示す。
　『星の王子さま』の第22章は鉄道の転轍手の話である。そこに 3 台の特
急が通過する様子をそれぞれ描いた箇所がある。
«un rapide illuminé, grondant comme le tonnerre, fit trembler la cabine 
d’aiguillage. »（XXII,78）
「キラキラとあかりのついた特急が、雷のようにごうごうと、転轍小屋
をふるわせてゆきました。」
«gronda, en sens inverse, un second rapide illuminé. »（XXII,78）
「もう一つのキラキラとあかりのついた特急が、こんどは、反対の方向
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へごうごうと走ってゆきました。」
«gronda le tonnerre d’un troisième rapide illuminé. »（XXII,79）
「キラキラとあかりのついた 3 ばんめの特急が、ごうごうと音をたてて
通りました。」
　不定冠詞が格助詞に対応している7）。原文主語は長くなると倒置され
る。和訳では通常の語順に戻される。直喩は残るが隠喩は消失する8）。和
訳では擬声語が添加されている9）。和訳では動詞が補充されている10）。和
訳では敬体になっている。直訳で違和感のある箇所はすべてフランス語
の特性である。原文では、文脈の把握に応じて、表現が大胆になる。抽
象度（インパクト）を高めるくふうが見られる。〈特急が雷のように轟
き〉⇒〈特急が轟いた〉⇒〈特急の雷が轟いた〉
　表現の対照分析では、主体が人かどうか、抽象名詞かどうか、動作述
語か状態述語か、他動詞か自動詞かにも注意する11）。非生物主語他動表
現は『星の王子さま』に親しい12）。
«Un tel pouvoir émerveilla le petit prince. »（X,43）
「たいした権力だな、と王子さまはびっくりしました。」
　原文主語は漠然としているため、和訳では文脈から王さまの権力と解
釈する。主体は抽象名詞から人になった。述語は他動詞から自動詞に変
わる。原文は非生物主語他動表現で、和訳は生物主語自動表現である。
原文主語が直接話法のように生き生きと表現される13）。
　非生物主語使役表現から始めよう。«les étoiles, ça me fait toujours rire! »
（XXVI,92）「ぼくは星を見ると、いつも笑いたくなる。」 «si les baobabs 
sont trop nombreux, ils la font éclater.»（V,27）「バオバブがあまりたくさ
んありすぎると、そのために、星が破裂してしまいます。」 «Le blé, qui 
est doré, me fera souvenir de toi. »（XXI,73）「金色の麦をみると、あんた
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を思い出すだろうな。」金色の麦が金髪の王子を狐に思い出させる。 
«...l’eau à boire qui s’épuisait me faisait craindre le pire. »（VII,32）「飲み
水も底をついていて、手も足もでないことになりそうだったのです。」物
質主語が問題となる。
　次は抽象観念の使役例である。«L’idée du troupeau d’éléphants fit rire 
le petit prince. »（V,26）「王子さまは笑いました。ゾウの一部隊といった
のが、おかしかったのです。」 «ça le fait gonfler d’orgueil. »（VII,33）「い
ばりくさってるんだ。」赤黒先生の発言と態度が問題となっている。使役
は他動性を代表するものであり、非生物主語他動表現を導きやすい。日
本語では人称詞は省略されることが多い。人が主体になっても人間中心
の構成には見えない。
　次は自然現象の主語が問題となる。«L’air frais de la nuit me fera du 
bien. »（IX,40）「夜のすずしい風に吹かれたら、さっぱりしますわ。」 «Le 
vent les promène. »（XVIII,66）「［人間たちは］風に吹かれて歩きまわる
のです。」 «C’est pourquoi ils nous causent des tas d’ennuis. »（IX,38）「だ
から、ぼくたちは、火山の爆発のために、さんざ、なやまされるのです。」 
«Les champs de blé ne me rappellent rien. »（XXI,73）「だから麦ばたけな
んか見たところで、思い出すことって、なんにもありゃしないよ。」典型
的な非生物主語他動表現である。
　次 は 植 物 と 人 工 物 の 主 語 が 問 題 と な る。«Elle m’embaumait et 
m’éclairait. »（VIII,37）「ぼくは、あの花のおかげで、いいにおいにつつま
れていた。明るい光の中にいた。」 «un coup de vent peut les［les lampes］ 
éteindre.»（XXIV,84）「風がさっと吹いてきたら、その灯が消えるかもし
れませんからね。」最後の例では無生物から人への主体転換はなされない。
　次は言葉や話が問題となる。«La proposition parut choquer le petit 
prince. »（III,20）「こういわれて、王子さまは、ひどく気にさわったよう
でした。」 «Ce sont des mots prononcés par hasard qui, peu à peu, m’ont tout 
révélé. »（III,19）「ひょいとした拍子で、王子さまのいったことから、す
こしずつ、ことがほぐれて、しまいに、やっと、いろいろなことがわか
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ってきたというありさまで す。」 «Cette histoire de griffes, qui m’avait 
tellement agacé, eût dû m’attendrir. »（VIII,37）「あの爪の話だって、ぼく、
きいていて、じっとしていられなかったんだ。だから、かわいそうに思
うのが、あたりまえだったんだけどね。」滑らかな訳出が特徴的である。
　次は声と足音が問題となる。«au lever du jour, quand une drôle de petite 
voix m’a réveillé. »（II,15）「夜があけると、へんな、小さな声がするの
で、ぼくは目をさましました。」 «le petit prince eut une très joli éclat de 
rire qui m’irrita beaucoup. »（III,20）「王子さまは、そういって、たいそう
かわいらしい声で笑いました。笑われたぼくは、とても腹がたちました。」 
«Les autres pas me font rentrer sous terre. »（XXI,72）「ほかの足音がする
と、おれは、穴の中にすっこんでしまう。」使役例である。«Le tien 
m’appellera hors du terrier, comme une musique. »（XXI,72）「あんたの足
音がすると、おれは、音楽でもきいてる気もちになって、穴の外へはい
だすだろうね。」最後の例は、説明的な意訳になっている。
　次は抽象観念が問題となる。«quelque chose le rassura. »（XXVI,93）「王
子さまは、なにかしら思いついて、安心したようにも見えました。」次は
直前の文節を受けた主語の例である。«Cette visite fut très courte mais elle 
plongea le petit prince dans une grande mélancolie. »（XII,48）「王子さま
は、その呑み助を、ほんのちょっとたずねたきりでしたが、ひどく気が
しずんでしまいました。」次は絵が主語となる。«je leur ai demandé si 
mon dessin leur faisait peur. »（I,13）「ぼくは、『これ、こわくない？』と
ききました。」間接疑問は直接疑問に変わる14）。
　次は指示詞が主語の諸例である。指示詞は内容実体をもたないので、
実質の中身は文脈から判断する。«Ça ne fait pas de moi un bien grand 
prince. »（XX,70）「ぼくはこれじゃ、えらい王さまなんかになれようがな
い。」 «Ça ne pouvait pas m’étonner beaucoup. »（IV,22）「といったって、
ぼくは、たいしておどろきはしません。」 «Ça ne m’avance pas à grand-
chose. »（XIV,56）「そうしたからって、おれはたいして助からないな。」 
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«Ça me fit un peu honte. »（VII,32）「そういわれて、ぼくは、すこしは
ずかしくなりました。」 «Ils manquent de racines, ça les gêne beaucoup. »
（XVIII,66）「根がないんだから、［人間たちは］ たいへん不自由していま
すよ。」 «Je suis très vieux, je n’ai pas de place pour un carrosse, et ça me 
fatigue de marcher.»（X,44）「すっかり年をとったのだが、馬車をおく場
所がないんで、歩くのが疲れるよ。」最後の 2 例では、直前の文節が指示
詞の内容となるため、主語名詞の言い換えに似てくる。
　非生物主語他動表現は抽象性を重んじるフランス語と相性がよい。無
生物名詞は、他要素との関係性において、接続詞を欠く文のように見通
しが悪い。主体を人にしたり、述語を自動詞に変えたりするだけでなく、
無生物名詞のもっている意味を吟味して副詞節や直接話法など多様な文
節に変化させる必要がある。
　次に、他動詞表現から自動詞表現、あるいは、動作述語から状態述語
への単純な変換例をみよう。«Ça n’a pas trop amélioré mon opinion. »
（I,14）「でも、ぼくの考えは、たいしてかわりませんでした。」 «Vu d’un 
peu loin ça faisait un effet splendide. »（XVI,62）「すこし遠くから見ると、
まったくすばらしいながめでした。」 «Tu es sûr de ne pas me faire souffrir 
longtemps? »（XXVI,88）「きっと、ぼく、長いこと苦しまなくていいんだ
ね？」 «Cet astéroïde n’a été aperçu qu’une fois au télescope, en 1909, par 
un astronome turc. »（IV,23）「その星は、1909年に、トルコのある天文学
者が、望遠鏡で、一度見たきりの星なのです。」 «je sais bien qu’il est 
revenu à sa planète, car, au lever du jour, je n’ai pas retrouvé son corps. »
（XXVII,95）「王子さまが、じぶんの星に帰ったことは、よく知っていま
す。なぜなら、夜があけたとき、どこにも、あのからだが見つからなか
ったからです。」 «Je commence à comprendre. »（XXI,72）「なんだか、話
が わ か り か け た よ う だ ね。」 «Les hommes n’ont plus le temps de rien 
connaître. »（XXI,73）「人間ってやつぁ、いまじゃ、もう、なにもわかるひ
まがないんだ。」 «tu as des cheveux couleur d’or. »（XXI,73）「あんたのそ
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の金色の髪は美しいなあ。」本例には原文にない形容詞の補充がみられる。
　他動詞表現は日本語にはそぐわない。動作述語よりも状態述語のほう
が日本語に親しい15）。英語母語話者は第 3 文型が念頭にあると〈私は授
業を楽しんだ。〉という。日本語では「授業は楽しかった。」という。
　«habiter» は、自動詞でも他動詞でも使われる。しかし、受動態では他
動詞で、和訳では自動詞に変わる。主語は場所名詞になる。直訳すると
日本語が成立しない。«Le premier était habité par un roi. »（X,40）「第一
の星には、王さまが住んでいました。」 «La seconde planète était habitée 
par un vaniteux. »（XI,46）「二ばんめの星には、うぬぼれ男が住んでいま
した。」 «La planète suivante était habitée par un buveur. »（XII,48）「つぎ
の星には、呑み助が住んでいました。」 «J’ai connu une planète, habitée par 
un paresseux. »（V,28）「ぼくは、なまけものがひとり住んでた星を知って
いるけどね。」 «Elle était habitée par un vieux monsieur qui écrivait d’énormes 
livres. »（XV,57）「その星にすんでる年よりの先生は、なん冊も、大きな
書物をかいていました。」能動態に戻して訳すと自然になる。
　次はスル表現からナル表現への変換例である16）。«Cette nuit, ça fera un 
an. »（XXVI,90）「今夜で 1 年になる。」 «Ça fait donc cinq cent un millions 
six cent vingt-deux mille sept cent trente et un. »（XIII,49）「これで 5 億162
万2731になったぞ。」 «j’en ai fait mon ami, et il est maintenant unique au 
monde. »（XXI,76）「いまじゃ、もう、ぼくの友だちになってるんだから、
この世に 1 ぴきしかいないキツネなんだよ。」 «c’est ainsi que je fis la 
connaissance du petit prince. »（II,29）「こうして、ぼくは、王子さまと知
りあいになりました。」構文転換のない単純な切り替えである。
　次は副詞の言い換えにナル表現を含む例である。«maintenant bien sûr, 
ça fait six ans déjà. »（XXVII,95）「いまとなってみると、もう、たしか
に 6 年まえのことです。」 «maintenant je n’osais plus rien lui demander. »
（XXVI,88）「ことがこうなっては、ぼくは、もう、王子さまに、なんに
もきく勇気がありません。」述語補充と解釈できる。
　次は自動詞からナル表現への変換例である。«La nuit était tombée. »
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（VII,34）「夜になっていました17）。」 «avec la caisse que tu m’as donnée, 
c’est que, la nuit, ça lui servira de maison. »（III,20）「きみのくれた箱が
あるんで、夜になったら、これ、ヒツジの家
うち
になるよ。」
　〈私たちは結婚した。〉の代りに「私たちは結婚することになった。」と
いう。「結婚する」は意志を示す自動詞だが、日本語は結果を示すナル表
現を好む。自然のなりゆきを強調した言いかたは日本語になじむ。
　実質的な意味をもたない名詞を形式名詞という。日本語では平たく言
う手段として日常的に使われる。次は名詞のナ形容詞＋形式名詞への変
換例である。«C’est là un bien grand mystère. »（XVII,97）「まったく、ふ
しぎなことなのです。」 «C’est bien là le drame! »（XIV,54）「ところで、
そこがたいへんなことなんで、ものもいえないってわけさ。」 «ne perdez 
pas votre temps à ce pensum. »（XVII,63）「みなさんは、そんなよけいな
ことで、ひまつぶししてはいけませんよ。」 «pensum» は、子どもに語る
状況であれば、〈長くてたいくつな宿題〉を意味する。
　次は生の本質を語る有名な場面である。«L’essentiel est invisible pour les 
yeux. »（XXI,76）「かんじんなことは、目に見えないんだよ。」 «L’essentiel 
est invisible pour les yeux, répéta le petit prince, afin de se souvenir. »
（XXI,78）「『かんじんなことは、目にはみえない』と、王子さまは、忘れ
ないようにくりかえしました。」 «Quand vous leur parlez d’un nouvel ami, 
elles ne vous questionnent jamais sur l’essentiel. »（IV,23）「新しくできた
友だちの話をするとき、おとなの人は、かんじんかなめのことはききま
せん。」 「かんじんかなめの」は意を強めた言いかたである。
　次は抽象名詞をうまく日常表現に切り替えた例である。«Je n’aime guère 
prendre le ton d’un moraliste. »（V,28）「口はばったいことをいうのは、ぼ
く、きらいです。」 «Quand on veut faire de l’esprit, il arrive que l’on mente 
un peu. »（XVII,63）「人は、気のきいたこといおうとすると、なんとな
く、うそつくことがあるものです。」 «Je me mettais à sa portée. »（I,15）
「ぼくは［...］その人のわかりそうなことに話をかえました。」 «n’est-ce pas 
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que c’est un mauvais rêve...»（XXVI,91）「ありもしないこといってるんじ
ゃないのかい？」助詞の省略も日常表現にはよくみられる。
　形容詞からナ形容詞＋形式名詞に変わる例は少ない。«Ma vie est 
monotone. »（XXI,72）「おれ、毎日同じことして暮らしているよ。」 «voilà 
qu’il se passe quelque chose d’extraordinaire. »（XXVII,97）「どうでしょ
う。こんな、たいへんなことがあるのです。」 «Je sentais bien qu’il se 
passait quelque chose d’extraordinaire. »（XXVI,90）「王子さまがこういう
のでは、その身の上に、なにか、なみたいていでないことが、もちあが
っているにちがいありません。」〈たいへんな何か〉では不自然である。
　次は名詞から動詞＋形式名詞への転換例である。«Il ne comprit pas mon 
raisonnement, il me répondit. »（XXIV,81）「王子さまは、ぼくのいうこと
がのみこめなくて、こう、ぼくに答えました。」 «Les mots du petit prince 
dansaient dans ma mémoire. »（XXIV,81）「王子さまのいったことが、ぼ
くの記憶の中でおどっていました。」 «J’aurais dû la juger sur les actes et 
non sur les mots. »（VIII,37）「あの花のいうことなんか、とりあげずに、
することで品定めしなけりゃあ、いけなかったんだ。」 «Les fleurs sont si 
contradictoires! »（VIII,37）「花のすることったら、ほんとにとんちんかん
なんだから。」 «Cependant une question me vint. »（XXV,86）「そして、ま
た一つ、きくことを、思いつきました。」単純な変換例が問題となる。
　次は複合的な諸例である。«J’ai appris ce détail nouveau, le quatrième 
jour au matin, quand tu m’as dit. »（VI,30）「ぼくは 4 日めの朝、あなた
が、ぼくにこういったとき、この、いままで知らずにいたことを知った
の で す。」 «Le businessman comprit qu’il n’était point d’espoir de paix. »
（XIII,51）「実業屋は、もう、とてもほっといてもらえないことがわかり
ま し た。」 «Ce n’est pas important la guerre des moutons et des fleurs? »
（VII,33）「花がヒツジにくわれることなんか、たいしたことじゃないっ
ていうの？」最初の 2 例は〈新たな詳細〉や〈平和の希望〉という抽象
観念をうまく説明的な意訳にもちこんでいる。最後の例では、被害者側
からの視点で描いているのは、日本的である。つまり、「財布を盗られ
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た」という発想が根底にある。
　次は«carrière de peintre»の補充訳が問題となる。«J’avais été découragé 
dans ma carrière de peintre par les grandes personnes, à l’âge de six ans. »
（II,16）「 6 つのとき、おとなの人たちに、絵かきで身を立てることを思
いきらされた。」 «C’est ainsi que j’ai abandonné, à l’âge de six ans, une 
magnifique carrière de peintre. »（I,14）「ぼくが、 6 つのときに、絵かき
になることを思いきったのは、そういうわけからでした。ほんとに、す
ばらしい仕事ですけれど、それでも、ふっつりとやめにしました。」最後
の例は、うまく分析的に訳出している。
　次は名詞の名詞＋形式名詞への変換例である。«Les bâillements sont 
pour moi des curiosités. »（X,41）「あくびというものは、おもしろいもの
だな。」「おもしろいもの」は、イ形容詞＋形式名詞である。«on peut être, 
à la fois, fidèle et paresseux. »（XIV,56）「人というものは、仕事にまめな
一方では、なまけもののこともあるからです。」 «quand la moralité de 
l’explorateur paraît bonne, on fait une enquête sur sa découverte. »（XV,59）
「地理学者というものは、この探検家は、素
すじょう
性がよさそうだと思うと、そ
の人の発見したことの調査をやるのだ。」〈道徳性〉という抽象名詞の処
理にも注意しよう。
　次 は く だ け た 形 式 名 詞 が 問 題 と な る。«Le langage est source de 
malentendus. »（XXI,73）「ことばっていうやつが、勘違いのもとだからだ
よ。」 «Les hommes, dit le renard, ils ont des fusils et ils chassent. C’est bien 
gênant! Ils élèvent aussi des poules. C’est leur seul intérêt. »（XXI,71）「人
間ってやつぁ、鉄砲もってて、狩をするんだから、おれたち、まったく
手も足もでないよ。ニワトリも飼ってるんだが、それよりほかには、人
間ってやつにゃ、趣味がないときてるんだ。」最後の例では文のつなぎか
たにも注意しよう。
　次は形式名詞を利用した生の本質の強調がみられる。«Pour ceux qui 
comprennent la vie, ça aurait eu l’air beaucoup plus vrai. »（IV,24）「こうす
ると、ものそのもの、ことそのことをたいせつにする人には、話がもっと
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もっとほんとうらしくなったでしょうに。」 «bien sûr, nous qui comprenons 
la vie, nous nous moquons bien des numéros! »（IV,24）「ぼくたちには、も
のそのもの、ことそのことが、たいせつですから、もちろん、番号なん
か、どうでもいいのです。」独特な言い換えになっている。
　次は代名詞への補充が問題となる。直接目的語を直訳すると不自然に
なる。 «Je ne te quitterai pas. »（XXVI,92）「ぼく、きみのそば、はなれ
ないよ。」 «J’aurais dû ne pas l’écouter, il ne faut jamais écouter les fleurs. »
（VIII,37）「あの花のいうことなんか、きいてはいけなかったんだよ。人
間は、花のいうことなんていいかげんにきいてればいいんだから。」 «Il 
me regarda stupéfait. »（VII,32）「王子さまは、あっけにとられて、ぼくの
顔を見ました。」最後の例では〈私の顔を見た〉とすることでイメージが
湧きやすくなる。このような補充も日本語の特徴である。
　擬声語は抽象語彙を具体化する補助技法である18）。次は「キラキラ」の
用例である。«Mais non, des petites choses qui brillent. »（XIII,51）「いい
や、そうじゃない。キラキラしてる、ちっちゃなものさ。」 «Il n’y eut rien 
qu’un éclair jaune près de sa cheville. »（XXVI,95）「王子さまの足首のそ
ばには、黄いろい光が、キラッと光っただけでした。」 «Quand il allume 
son réverbère, c’est comme s’il faisait naître une étoile de plus. »（XIV,53）
「街燈に火をつけるのは、星を一つ、よけいにキラキラさせるようなもの
だ。」 «Dans mes oreilles durait le chant de la poulie et, dans l’eau qui 
tremblait encore, je voyais trembler le soleil. »（XXV,85）「まだゆれている
井戸水には、日の光が、キラキラとうつっていました。」 «... la lumière de 
l’arbre de Noël, la musique da la messe de minuit, la douceur des sourires 
faisaient, ainsi, tout le rayonnement du cadeau de Noël ... »（XXV,85）「ク
リスマスのおくりものも、クリスマス・ツリーにはロウソクが光ってい
るし、真夜中のミサの音楽はきこえるし、人たちが春のようににっこり
しているしするので、いよいよキラキラと目にうつりました。」本例では
オノマトペの効果は限定的である。和訳が生きているのは名詞の述語化
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の結果である。
　次は「キラキラ」以外の擬声語の例である。«Je l’ entends la nuit. »
（X,45）「夜になると、［ネズミが］コトコトやっている音がきこえる。」 
«Le petit prince frappa ses mains l’une contre l’autre. »（XI,46）「王子さま
は、手をパチパチとたたきました。」 «Il répandait un bruit épouvantable, et 
j’ai fait quatre erreurs dans une addition. »（XIII,50）「［コガネムシが］あ
んまりブンブンやりやがるもんだから、寄せ算を、四度もまちがえたよ。」 
«Dans mes oreilles durait le chant de la poulie... »（XXV,85）「ぼくの耳に
は、車のカラカラいう音が、ずっときこえている」 «la poulie gémit comme 
gémit une vieille girouette...»（XXV,84）「車が、うめくようにひびきまし
た。［...］古い風
かざみ
見のようにギイときしりました。」最後の例では «gémir» 
の訳し分けが擬態語の効果を補足している。
　次は名詞表現への擬態語補充である。«Mon ami ne donnait jamais 
d’explications. »（IV,25）「ぼくの友だちの王子さまは、くどくどと、説明
してくれなかったのです。」 «J’entrevis aussitôt une lueur, dans le mystère 
de sa présence... »（III,20）「そのとたん、王子さまの夢のような姿が、ぽ
うっと光ったような気がしました。」 «mon petit bonhomme ne me semblait... 
ni mort de soif...»（II,16）「ぼくのぼっちゃんは［...］のどがカラカラにな
っているようすも［...］ありません。」品詞転換も通常なされる。
　次は動詞への擬態語補充である。«eux aussi s’escamotaient dans les 
coulisses. »（XVI,62）「その人たちがまた、舞台うらに、ゆらゆらと、消
えてなくなります。」 «ils s’agitent et tournent en rond. »（XXV,84）「だか
らみんなは、そわそわしたり、どうどうめぐりなんかしてるんだよ。」 «je 
fus bien surpris de voir s’illuminer le visage de mon jeune juge. »（II,18 ）
「見ると、ぼっちゃんの顔が、ぱっと明るくなったので、ぼくは、ひどく
めんくらいました。」 «Les serpents boas avalent leur proie tout entière, sans 
la mâcher. »（I,13）「ウワバミというものは、そのえじきをかまずに、ま
るごと、ペロリとのみこむ。」 «... qu’un petit mouton peut anéantir d’un seul 
coup...»（VII,33－34）「小さなヒツジが、うっかり、パクッとくっちまうよ
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うなことがある。」花を一気に食べる羊が問題となっている。«C’était un 
marchand de pilules perfectionnées qui apaisent la soif. »（XXIII,80）「それ
は、のどのかわきがケロリとなおるという、すばらしい丸薬を売ってい
るあきんどでした。」 «Quand il allume son réverbère, c’est comme s’il faisait 
naître［...］une fleur. »（XIV,53）「街燈に火をつけるのは［...］花を一つ、ぽ
っかりと咲かせるようなものだ。」擬態語補充は述語に現実感をあたえる。
　次に抽象名詞を具象表現に変える用例をみよう。次は直接目的語の品
詞転換と説明補充が問題となる。«Il ne tolérait pas la désobéissance. »
（X,41）「命令にそむくような人は、とても大目に見ていられません。」 «Je 
désire que l’on prenne mes malheurs au sérieux. »（III,20）「天から落ちる
なんて、ありがたくないことなんですから、しんけんに考えてもらいた
かったのです。」 «Le petit prince, alors, ne put contenir son admiration. »
（VIII,35）「王子さまは、そういわれて、『ああ、美しい花だ』と思わずに
はいられませんでした。」 «Je regardai donc cette apparition avec des yeux 
tout ronds d’étonnement. »（II,16）「そこで、ぼくは、おどろいたあまり、
目をまんまるくして、ぼくの前にあらわれたぼっちゃんをながめました。」 
«Il avait un grand air d’autorité. »（X,45）「王さまは、どんなこともじぶ
んの手のうちにありそうに、いばった顔をしていました。」 «Il avait fait 
alors une grande démonstration de sa découverte à un congrès international 
d’astronomie. »（IV,23）「そこで、その天文学者は、万国天文学会議で、
じぶんが発見した星について、堂々と証明しました。」 «il n’aperçut rien 
que des aiguilles de roc bien aiguisées. »（XIX,67）「まるで刃をつきたて
たような、とがった岩のほかには、なんにも見えません。」 «Il y avait, à 
côté du puits, une ruine de vieux mur de pierre. »（XXVI,87）「井戸のそば
には、古いこわれた石垣がありました。」直接目的語の抽象名詞は具象表
現に変わりやすい傾向を示すように思われる。〈不従順〉は「命令にそむ
くような人」に、〈感嘆〉は「ああ、美しい花だ」に、〈出現〉は「現れ
たぼっちゃん」に、〈権威〉は「いばった顔」に、〈発見〉は「発見した
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星」にうまく言い換えられている。
　次は精神的な語彙のくだけた言い換えに関係する。«J’aurais dû deviner 
sa tendresse derrière ses pauvres ruses. »（VIII,37）「ずるそうなふるまい
はしているけど、根は、やさしいんだということをくみとらなけりゃい
けなかったんだ。」 «elle avait forcé sa toux pour lui infliger quand même 
des remords. »（VIII,37）「花は、むりにせきをして、王子さまを、すまな
い気もちにさせました。」 «Tu n’avais eu longtemps pour distraction que la 
douceur des couchers de soleil. »（VI,30）「ながいこと、あなたの気が晴
れるのは、しずかな入り日のころだけだったのですね。」日常的な表現に
うまく切り替えられている。
　次は属詞名詞の日常表現への換言例である。«Tu es explorateur! »
（XV,59）「りっぱな探検家だ。」 «Car non seulement c’était un monarque 
absolu mais c’était un monarque universel. »（X,43）「それは、王さまが、
国のワンマンであるばかりでなく、宇宙のワンマンだからでした。」 «s’il 
s’agit des baobabs, c’est toujours une catastrophe. »（V,28）「バオバブはほ
うり出しておくと、きっと、とんださいなんになるんだ。」 «C’est une 
question de discipline, me disait plus tard le petit prince. »（V,28）「王子さ
まは、もっとあとになって、ぼくにこういいました。『きちょうめんにや
ればいいことだよ。』」。補充訳も含まれる。
　次は前置詞句に含まれる抽象名詞の具象表現への変換例である。«il est 
absurde de chercher un puits, au hasard, dans l’immensité du désert. »
（XXIV,81）「こんな果てしない砂漠の中で、いきあたりばったり井戸を
さがすなんて、ばかげたことだ」 «Elle ne voulait apparaître que dans le 
plein rayonnement de sa beauté. »（VIII,35）「照り光るほど美しい姿にな
らなくては、顔を見せたくないのです。」 «Le géographe fait faire une 
enquête sur la moralité de l’explorateur. »（XV,59）「地理学者というもの
は、その探検家が、しっかりした人間かどうか、しらべさせるのだ。」 «Tu 
dois repartir vers ta machine. »（XXV,87）「飛行機のところへいってね。」
原文は抽象名詞を押し出した表現になっている。
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　次は形容詞の説明的な意訳例である。«La Terre n’est pas une planète 
quelconque! »（XVI,62）「地球は、そうやたらにある星とはちがいます。」 
«Je bois, répondit le buveur, d’un air lugubre. »（XII,48）「『酒のんでるよ』
と、呑み助は、いまにも泣きだしそうな顔をして答えました。」 «Humiliée 
de s’être laissé surprendre à préparer un mensonge aussi naïf, elle avait 
toussé... »（VIII,37）「思わず、こんな、すぐばれそうなウソをいいかけた
のが恥ずかしくなって、花は、［...］せきをしました。」 «Nous écrivons des 
choses éternelles. »（XV,60）「わしたちは、いつまでもかわらないこと書
く ん だ よ。」 «J’étais heureux aussi de cette couleur de miel. »（XXV,85 ）
「ぼくはその蜜のような色を、いい気もちになってながめていました。」 
«Elle était bonne pour le cœur, comme un cadeau. »（XXV,85）「だから、
なにかおくりものでも受けるように、しみじみとうれしい水だったので
す。」文意を考えて、微妙に直訳を避けている。
　次は類義語をなす 3 形容詞に同じような訳語をあたえている。«Je 
voulais savoir si elle était vraiment compréhensive. »（I,15）「ほんとうにも
ののわかる人かどうか、知りたかったのです。」 «Et la grande personne 
était bien contente de connaître un homme aussi raisonnable. »（I,15）「する
と、そのおとなは、『こいつぁ、ものわかりのよい人間だ』といって、た
いそう満足するのでした。」 «Quand j’en rencontrais une qui me paraissait 
un peu lucide...»（I,15）「どうやらものわかりのよさそうな人に出くわす
と」この場合、別に訳すと、不自然になる恐れがある。
　次は形容詞が抽象名詞のように具象表現に変わる例である。«Elles se 
croient terribles avec leurs épines. »（VII,32）「［バラの花たちは］トゲを
じぶんたちの、おそろしい武器だと思ってるんだ。」 «Elle ne voulait pas 
sortir toute fripée comme les coquelicots. »（VIII,35）「ヒナゲシのように、
もみくちゃな顔になって、出てきたくないのです。」
　次 は «manquer» の 意 訳 例 で あ る。«Il regrettait son coucher de soleil 
manqué. »（X,44）「いくら夕日をながめたくても、なかなかながめられない
からです。」 «Je manque absolument d’explorateurs. »（XV,58）「探検家なん
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か、わしにはまったく御縁がないよ。」 «les hommes manquent d’imagination. »
（XIX,68）「人間に、味がない。」 «Je suis content que tu aies trouvé ce qui 
manquait à ta machine. »（XXVI,88－90）「機械のいけないとこが見つかっ
てよかったね。」機械とは故障した飛行機のことである。
　次は動詞の説明的な換言例である。«Je m’occupe, moi, de choses 
sérieuses! »（VII,32）「とてもだいじなことが、頭にひっかかってるんで
ね。」 «J’hésite aussi sur la couleur de son costume. »（IV,25）「それから、
着物の色も、これではどうかと思ったりします。」 «je tâtonne comme ci 
et comme ça, tant bien que mal. »（IV,25）「ぼくは、闇のなかをさぐるよ
うにして、どうにかこうにか、それらしいものにするほかはありません。」 
«Vous n’auriez pas un paravent? »（VIII,36）「ついたてを、なんとかして
くださらない？」 «Si ce boulon résiste encore, je le ferai sauter d’un coup 
de marteau. »（VII,32）「このボールトが、いうことをきかなけりゃあ、カ
ナヅチでぶっとばそう。」うまく文意に合わせて意訳している。
　次は動詞が抽象名詞のように具象表現に変わる例である。«j’étais fier 
de lui apprendre que je volais. »（III,19）「ぼくは、鼻を高くしながら、鳥
のように飛べる人間だといってやりました。」 «C’est très utile, si l’on s’est 
égaré pendant la nuit. »（I,14）「夜、どこを飛んでいるか、わからなくな
るときなんか、そういう勉強は、たいへんためになります。」 «Le géographe 
soudain s’émut. »（XV,59）「地理学者は、にわかに、はりきった顔になり
ました。」 «si vous leur dites : «La planète d’où il venait est l’astéroïde B 
612 », alors elles seront convaincues ...»（IV,24）「王子さまのふるさとの
星は、B－612番の星だといえば、おとなの人は、『なるほど』といった顔
をして、それきり、なにもきかなくなるのです。」具象名詞の補充が問題
となる。
　次は述語の説明的な意訳例である。 «Elle parlait toujours la première. »
（XIX,68）「その花は、いつも、こっちからなんにもいわないうちに、も
のをいってたんだがなあ。」 «Vous êtes comme était mon renard. »（XXI,76）
「ぼくがはじめて出くわした時分のキツネとおんなじさ。」 «Quelque chose 
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s’était cassé dans mon moteur. »（II,15）「パンクというのは、飛行機のモ
ーターが、どこか故障をおこしたのです。」 «Mais si tu viens n’importe 
quand, je ne saurai jamais à quelle heure m’habiller le cœur. »（XXI,73－74）
「だけど、もし、あんたが、いつでもかまわずやってくるんだと、いつ、
あんたを待つ気もちになっていいのか、てんでわかりっこないからなあ。」 
«Il suffirait de pouvoir aller en France en une minute pour assister au 
coucher du soleil. »（VI,31）「ですから、一分間で、フランスにいけさえ
したら、日の入りが、ちゃーんと見られるわけです。」補充を含めた大幅
な言い換えである。
　次は、述語もしくは主述文節の説明的な具体化が問題となる。
«On ne sait jamais. »（IX,38）「いつ爆発するか、わからないからね。」 «le 
petit prince, tout confus, ayant été chercher un arrosoir d’eau fraîche, avait 
servi la fleur. »（VIII,36）「王子さまは、どぎまぎしましたが、汲みたて
の水のはいったジョロをとりにいって、花に、朝の食事をさせてやりま
した。」補充を含む。
　次に名詞表現が述語表現に変わる例をみよう。次は名詞の品詞転換例
である19）。«Ainsi, sa vie dépendra de ta justice. »（X,45）「そうすれば、あ
のネズミは生きるも死ぬも、そのほうの裁判しだい、ということになる。」 
«Ce ne sont pas les mêmes, dit l’aiguilleur. C’est un échange. »（XXII,79）
「『あれ、おんなじ客じゃないんだ。すれちがったんだよ』と、スイッチ・
マンがいいました。」 «J’étais bien plus isolé qu’un naufragé sur un radeau 
au milieu de l’océan. »（II,15）「難船したあげく、いかだに乗って、大洋
のまん中をのただよっている人より、もっともっとひとりぼっちでした。」 
«Mon dessin ne représentait pas un chapeau. »（I,14）「ぼくのかいたのは、
ぼうしではありません。」最後の例では動詞を巻き込むかたちで名詞から
主述文節に変わる。
　次は «comprendre» の直接目的語となる名詞の転換例である。«Il ne 
comprenait pas cette douceur calme. »（IX,40）「花がどうして、こうおと
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なしくしているのか、わけがわかりませんでした。」 «Je ne compris pas 
sa réponse mais je me tus. »（XXIV,81）「王子さまが、なぜそういう返事
をしたのか、わからなかったのでしたが、それでも、ぼくは口をつぐみ
ました。」 «j’ai compris, peu à peu, ainsi, ta petite vie mélancolique. »（VI,30）
「あなたは、はればれしない日々を送ってこられたようだが、ぼくには、
そのわけが、だんだんとわかってきました。」 «Je fus surpris de comprendre 
soudain ce mystérieux rayonnement du sable. »（XXIV,82）「とつぜん、ぼ
くは、砂がそんなふうに、ふしぎに光るわけがわかっておどろきました。」
代名詞を名詞にすることも、具体化の手段である。
　次は «de» と結びついた無冠詞名詞の転換例である。«mon ami eut un 
nouvel éclat de rire. »（III,20）「ぼっちゃんは、また、声をたてて笑いま
した。」 «Ce fut là son premier mouvement de regret. »（XV,61）「王子さま
は、はじめて、あの花がなつかしくなりました。」 «C’était pour moi une 
question de vie ou de mort. »（II,15）「ぼくにとっては、生きるか死ぬか
の問題でした。」 «il me fallut un grand effort d’intelligence pour comprendre 
à moi seul ce problème. »（V,26）「ぼくは、うんと頭をひねって、ひとり
でそのわけを考えなければなりませんでした。」 «... cela me semblât à mille 
milles de tous les endroits habités et en danger de mort...»（II,16）「人が住
んでいる、どんなところからも、千マイルもはなれていて、それに、い
つ死ぬかもしれないところ」 «Elle ont toujours besoin d’explications. »
（I,14）「おとなの人ってものは、よくわけを話してやらないと、わからな
いのです。」 «Ma fleur est menacée de disparition prochaine? »（XV,60）「ぼ
くの花、そのうち消えてなくなるの？」無冠詞名詞は抽象観念を示すた
め、そのままでは違和感があり、意訳が要求される。
　次は «de» に先立たれる名詞の転換例である。«Voilà la visite d’un 
admirateur! »（XI,46）「おれに感心してる人間がやってきたな。」 «car 
brusquement le petit prince m’interrogea, comme pris d’un doute grave. »
（V,25）「というのは、王子さまが、ひどく心配そうな顔をして、やぶか
ら棒に、こう、ぼくにきいたからです。」 «Les épines, ça ne sert à rien, 
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c’est de la pure méchanceté de la part des fleurs! »（VII,32）「なんの役に
もたちゃしないよ、花はいじわるしたいから、トゲなんかつけてるんだ。」 
«Elle était née de la marche sous les étoiles, du chant de la poulie, de l’effort 
de mes bras. »（XXV,85）「星空の下を歩いたあとで、車がきしるのをき
きながら、ぼくの腕に力を入れて、汲みあげた水だったのです。」 «Je crois 
qu’il profita, pour son évasion, d’une migration d’oiseaux sauvages. »（IX,38）
「渡り鳥たちが、ほかの星に移り住むのを見た王子さまは、いいおりだと
思って、ふるさとの星をあとにしたのだとぼくは思います。」名詞句の主
述文節への変換例である。
　次は «par» に先立たれる前置詞句の転換例である。«Tu n’en as rien su, 
par ma faute. »（IX,40）「あなたがそれを、ちっとも知らなかったのは、
あたくしがわるかったんです。」 «Quand j’ai dessiné les baobabs j’ai été 
animé par le sentiment de l’urgence. »（V,28）「なにしろ、バオバブをかい
た時は、ぐずぐずしてはいられないと、一生けんめいになっていたもの
ですから。」 «J’avais été découragé par l’insuccès de mon dessin numéro 1  
et de mon dessin numéro 2. »（I,14）「第 1 号の絵も、第 2 号の絵も、う
まくゆかなかったので、ぼくは、がっかりしたのです。」 «La seconde fois 
ç’a été, il y a onze ans, par une crise de rhumatisme. »（XIII,50）「 2 度め
は11年まえ、リュウマチがひどくなって、いても立ってもいられないと
きだった。」 «De nouveau je me sentis glacé par le sentiment de l’irréparable. »
（XXVI,90）「ぼくは、もうどうにもとりかえしがつかないことがおこり
そうな気がして、また、胸のうちがつめたくなりました。」 «Ainsi l’avait-
elle bien vite tourmenté par sa vanité un peu ombrageuse. »（VIII,36）「花
は、咲いたかと思うとすぐ、じぶんの美しさをはなにかけて、王子さま
を苦しめはじめました。それで、王子さまはたいへんこまりました。」非
生物主語他動表現における主語の副詞化のように、«par» に先立たれる名
詞の言い換えは型にはめて考えることができる。
　次は«sur»に導かれる前置詞句の述語転換例である。«J’ai alors beaucoup 
réfléchi sur les aventures de la jungle. »（I,13）「ぼくは、それを読んで、
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ジャングルのなかでは、いったい、どんなことがおこるのだろうと、い
ろいろ考えてみました。」大幅な意訳になっている。«sur les indications 
du petit prince, j’ai dessiné cette planète-là. »（V,28）「ぼくは、王子さまに
教えてもらって、その星の絵をかきました。」自然な訳出である。
　次は«dans»に導かれる前置詞句の述語転換例である。«il s’enfonça dans 
une rêverie qui dura longtemps. »（III,20） 「王子さまは、長いこと、考え
こんでいました。」 «sortant mon mouton de sa poche, il se plongea dans la 
contemplation de son trésor. »（III,20）「ポケットから、ぼくのかいたヒツ
ジの絵をとりだして、こんどは、さもだいじそうに、それを、じっとな
がめました。」〈宝物〉の意訳にくふうがある。
　次は«pendant»に導かれる前置詞句の述語転換例である。«ils ne peuvent 
plus bouger et ils dorment pendant les six mois de leur digestion. »（I,13）
「［ウワバミは］もう動けなくなって、半年のあいだ、ねむっているが、
そのあいだに、のみこんだけものが、腹のなかでこなれるのである。」頭
から訳すのが基本である。
　これらは «par» に先立たれる名詞句の言い換えに似て、日本語的な構
文への変換の鍵となる訳出パターンである。
　次は «après» に導かれる名詞の転換例である。«après un silence, il dit 
encore. »（XXIV,81）「王子さまは、しばらくだまっていたあとで、また、
こういいました。」 «après un silence il dit encore. »（XXV,86）「しばらく
だまっていたあとで、王子さまは、またこういいました。」 «Le petit prince 
dit encore, après un silence. »（XXVI,88）「王子さまは、しばらくだまっ
ていたあとで、またいいました。」 «après un silence il me lança, avec une 
sorte de rancune. »（VII,32）「ちょっとだまっていてから、王子さまは、
うらめしそうに、こういいかえしました。」 «Il me répondit après un silence 
méditatif. »（III,20）「だまって考えこんでから、王子さまは、こう答えま
した。」 «après réflexion, il ajouta. »（XXI,71）「じっと考えたあとで、王子
さまは、いいたしました。」 «Après cinq minutes d’exercice le petit prince 
se fatigua de la monotonie du jeu. »（XI,47）「 5 分間も、手をたたくけい
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こをしているうちに、王子さまは、することがいつまでもおなじことな
ので、くたびれました。」最後の表現的な用例を除き、«après» に導かれ
る名詞の意訳では訳出パターンは一様である。
　次は«à»に先立たれる名詞句の転換例である。«Ça venait tout doucement, 
au hasard des réflexions. »（V,25）「いきあたりばったり考えているうち
に、しぜん、話がわかってきたのです。」 «Cet homme était si occupé qu’il 
ne leva même pas la tête à l’arrivée du petit prince. »（XIII,49）「その男
は、たいへんいそがしがっていたので、王子さまがやってきても、頭を
あげようともしません。」 «comme il se sentait un peu triste à cause du 
souvenir de sa petite planète abandonnée... »（X,43）「遠くにのこしてきた
小さな星のことが思い出されて」 «... jusqu’à une panne dans le désert du 
Sahara »（II,15）「飛行機がサハラ砂漠でパンクするまで」 «Nous en étions 
au huitième jour de ma panne dans le désert...»（XXIV,80）「飛行機が、砂
漠の中で故障してから八日め」 «après» に導かれる名詞の例に似て訳出パ
ターンは単純である。
　最後は知覚動詞等を含む挿入句の感動詞や接続詞や終助詞への変換例
である。«Il en existe, je crois, six ou sept. »（XVIII,66）「六、七人は、い
るでしょうね。」 «Tu sais... quand on est tellement triste on aime les couchers 
de soleil. »（VI,31）「だって……かなしいときって、入り日がすきになる
ものだろ。」 «Tu sais... je connais un moyen de te reposer quand tu voudras. 
»（XIV,56）「あのね、ぼく、あんたが休みたいとき、休む方法を一つ知
ってるけど。」 «Ce sera gentil, tu sais. »（XXVI,94）「ね、とてもいいこと
なんだよ。」 «Tu comprends. C’est trop loin. »（XXVI,94）「ね、遠すぎる
んだよ。」 «tu te rappelles... elle était bonne. »（XXVI,91）「ほら……うまい
水だったじゃないか。」 «Vous imaginez combien j’avais pu être intrigué par 
cette demi-confidence sur les autres planètes . »（III,20）「どうやら、どこ
かほかの星のことをいってるらしい王子さまの口ぶりに、ぼくは、どん
なにつりこまれたことでしょう。」この種の挿入句の感動詞か終助詞への
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言い換えは翻訳のテクニックのひとつとしてよく知られている。
　『星の王子さま』の原文と和訳の比較分析から、フランス語と日本語と
の対照特性として得られた指標は、非生物主語他動表現と生物主語自動
表現、動作述語と状態述語、スル表現とナル表現、実体名詞と形式名詞、
抽象表現と具象表現、名詞表現と述語表現である。擬声語・擬態語の添
加、品詞や態や話法の転換、多様な補充訳20）も一貫して和訳に日常会話
的な流れと平たさをあたえていた。
　和語の伝統的な滑らかさを特に感じさせる例を再提示しよう。文節の
つながりのよさといってもよい。
 «Ce sont des mots prononcés par hasard qui, peu à peu, m’ont tout 
révélé. »（III,19）
　「ひょいとした拍子で、王子さまのいったことから、すこしずつ、こ
とがほぐれて、しまいに、やっと、いろいろなことがわかってきたと
いうありさまです。」
 «Les hommes, dit le renard, ils ont des fusils et ils chassent. C’est bien 
gênant! Ils élèvent aussi des poules. C’est leur seul intérêt. »（XXI,71）
　「人間ってやつぁ、鉄砲もってて、狩をするんだから、おれたち、ま
ったく手も足もでないよ。ニワトリも飼ってるんだが、それよりほか
には、人間ってやつにゃ、趣味がないときてるんだ。」
 «Dans mes oreilles durait le chant de la poulie et, dans l’eau qui 
tremblait encore, je voyais trembler le soleil.»（XXV,85）
　「ぼくの耳には、車のカラカラいう音が、ずっときこえているし、ま
だゆれている井戸水には、日の光が、キラキラとうつっていました。」
 «Lorsque j’étais petit garçon, la lumière de l’arbre de Noël, la musique 
da la messe de minuit, la douceur des sourires faisaient, ainsi, tout le 
rayonnement du cadeau de Noël que je recevais. »（XXV,85）
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　「ぼくは、ほんの子どもだったころ、ぼくのもらうクリスマスのおく
りものも、クリスマス・ツリーにはロウソクが光っているし、真夜中
のミサの音楽はきこえるし、人たちが春のようににっこりしているし
するので、いよいよキラキラと目にうつりました。」
　和訳の根底に横たわるのは抽象名詞を解きほぐすような具体性であ
る21）。典型例を再提示しよう。訳文では抽象名詞が具象名詞を含む文節
にうまく変換されている。
 «Il ne tolérait pas la désobéissance. »（X,41）
　「命令にそむくような人は、とても大目に見ていられません。」
 «Il avait un grand air d’autorité. »（X,45）
　「王さまは、どんなこともじぶんの手のうちにありそうに、いばった
顔をしていました。」
 «Le petit prince, alors, ne put contenir son admiration. »（VIII,35）
　「王子さまは、そういわれて、『ああ、美しい花だ』と思わずにはい
られませんでした。」
 «Le géographe fait faire une enquête sur la moralité de l’explorateur. »
（XV,59）
　「地理学者というものは、その探検家が、しっかりした人間かどうか、
しらべさせるのだ。」
 «Je regardai donc cette apparition avec des yeux tout ronds 
d’étonnement. »（II,16）
　「そこで、ぼくは、おどろいたあまり、目をまんまるくして、ぼくの
前にあらわれたぼっちゃんをながめました。」
 «Il avait fait alors une grande démonstration de sa découverte à un 
congrès international d’astronomie. »（IV,23）
　「そこで、その天文学者は、万国天文学会議で、じぶんが発見した星
について、堂々と証明しました。」
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　たとえ具象名詞が添えられている文節にあっても、「青空」の代りに
「空の青さ」というような印象主義的な表現法がフランス語の原文を貫い
ている22）。
 «Mais il n’aperçut rien que des aiguilles de roc bien aiguisées. »
（XIX,67）
　「でも、まるで刃をつきたてたような、とがった岩のほかには、なん
にも見えません。」
 «Elle ne voulait apparaître que dans le plein rayonnement de sa beauté. »
（VIII,35）
　「照り光るほど美しい姿にならなくては、顔を見せたくないのです。」
 «J’eus un geste de lassitude : il est absurde de chercher un puits, au 
hasard, dans l’immensité du désert. »（XXIV,81）
　「ぼくは、つかれたような身ぶりをしました。こんな果てしない砂漠
の中で、いきあたりばったり井戸をさがすなんて、ばかげたことだと
思ったからです。」
　英語表現の第 1 特性は人称性であろうが、『星の王子さま』の200を超
える原文と和訳の対照例が物語る、フランス語表現の第 1 特性は抽象性
で、日本語表現の第 1 特性は明晰性である。
 （岐阜聖徳学園大学教授）
注
 1） 等価という。cf.石綿敏雄、高田誠、『対照言語学』、おうふう、1990年、12～16頁。
 2） 人間中心と状況中心、所有表現と存在表現、スル表現とナル表現、抽象表現と具
象表現、名詞表現と動詞表現、事実志向と立場志向などである。
 3） 石綿は、H.FreiのLe livre des deux mille phrases（1953）の原文を英訳、和訳と比べ
ながら、和訳は原文に忠実だが、英訳は人称代名詞を主語とする構文に変わってい
て、根強い人間主体の傾向がみられる点に言及している。«Le pain n’est pas encore 
venu. »  “We haven’t got any bread yet.”「パンがまだ出てこない。」 cf. 石綿敏雄、前
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一、『翻訳仏文法』（上巻）、バベル・プレス、1985年、46～54頁。また、中村は「多
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 cf. 久野誠、「直喩研究の指針」、『岐聖大紀要』
 9） 日本語は、朝鮮語とともに、世界で最も擬声語の種類が豊富なことで知られている。
10） 補助動詞は微妙にアスペクトの問題に関係する。
11） 日本語は主語を特別視しない。主語は補語になる。主体が主語に代る。ガは格助
詞になるが、ハはとりたて助詞になる。
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石綿敏雄、前掲書、104～112頁。
13） «Le petit prince, alors, ne put contenir son admiration. »（VIII,35）「王子さまは、そ
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の論理』、大修館書店、1986年、261～264頁。
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